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1. Cell Wall Deficient Form of Mycobacteria
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Peculiarity of tuberculosis is a fact that a huge amount of li
ving but invisible tubercle 

bacilli are contained in caseous lesions . Such a survival form of tubercle bacillus had been 

suggested by pathologists through their past studies
. This survival mode of tubercle bacillus is 

comparable with the L form of other microbial species . The author intends to review studies 

on Cell Wall Deficient Forms , including L form, of tubercle bacillus in vitro .
In the present paper, it is proposed to  classify Cell Wall Defi

cient Form into two groups
, 

multiplying and non-multiplying
, the former being L form and the latter spheroplast or 

protoplast. Spheroplast and protoplast were produced by application of lysozyme or bact
erio

phage on the classical form of Mycobacteria. A strain of M . smegmatis converted nearly 
completely into its spheroplast in the modified Trypto -Soy broth containing suitabl

e inducers, 
and its metabolizing activity was confirmed .

Various kinds of media had been employed for producin
g the L form of tubercle bacillus. 

The author observed the appearance of L form of Mycobact
eria from several species employing 

modified Trypto-Soy Agar medium: 3A and 3B type col
onies of M. smegmatis, 3A type colonies 

of M. tuberculosis and 3A type colonies of M . avium were isolated from the classical form of 

each species. The 3A colony of the L form consisted of sph
erules sized from 100 nm to 30 pm 

without any special structure of Mycobacteria under electro
n microscope, while the 3B type 

colonies consisted of spherules containing the inside str
uctures resembling to those of classical 

form of Mycobacteria.

The above described findings suggested an easy r eappearance of classical form of Mycobac
teria from 3B colonies and rather retard reversion of M

ycobacteria from 3A colonies. The L 
form seems to be a form for the survival of Mycoba cteria in vivo to continue endless multi
plication with minimal , metabolizing activity, thus avoiding from the immunological activities 
of the host.

* From the Research Institute of Tuberculosis , JATA, 3-1 Matsuyama, Kiyose-shi, Tokyo 180-04 Japan .
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病原細菌の細胞壁欠損型Cell Wall Deficient Form

(CWDFと 略)と,そ れによる感染症の問題が論じられ

てきたのは この15年 ほどである。しかし,結 核菌につい

ては,古 くか ら非抗酸性,非 桿菌型の生存様式があると

いわれており,特 に病理学者がその存在を主張してぎた。

例えば,Hauduroyら1)は 結核菌の濾過型について論じ

ているし,い わゆるMuch顆 粒 の生物学 的 意 義 の 考

察2)3)もあ り,隈 部4)は乾酪巣内の生存様式にグラム陰性

顆粒型があることを述べている。 しか し,そ のような形

で増殖するとか代謝するといつたことではなく,保 存型

と考えられていたようである。 一方,ツ ベルクリン反応

の陽転に,生 きて代謝する菌が必要であることは,経 験

的に知られていた。病理組織学的にみられ る乾酪巣内の

顆粒が,い わゆるMuchの 顆粒に近縁 の ものであろう

と考えられてきたのは,形 態が似ていることによるが,

結核菌のCWDFで あ ろうとい う推定は,乾 酪巣の 中

で,結 核菌が増殖 している必然性があると考えられるこ

とに基づいている。第1に,乾 酪巣の融解時に出現する

結核菌の量は,そ こにほそぼそ と生き残つている菌から

増殖したものとはとても考えられない量であるし,ツ ベ

ルクリン反応性の持続から考えても,乾 酪巣で結核菌の

代謝がなければならないと考えられ る。乾酪巣内の結核

菌は,高 蛋白濃度下で嫌気的に増殖 しているで あ ろ う

し,親 株とは全 く違つた性状を示してお り,抗 酸 性のな

い顆粒形となつていると考えられる。これは,他 の菌の

CWDFに 相当する世代である。抗酸菌に限らず,細 菌

は細胞壁をもつており,そ れに よつて,各 菌種に固有の

形態を示 している。細胞壁は更に,環 境の影響から菌細

胞の生存をまもり,病 原性を維持 している。細胞分裂に

よる増殖 も,細 胞壁に依存 している。同時に,細 菌感染

において産生される抗体は,主 として細胞壁成分に対 し

てつくられるので,細 胞壁のないCWDFは,免 疫され

た宿主の中で,比 較的障害を うけないで生存 しうる5)。

なかでもL型 は,親 株 とは薬剤感受性が異なることが多

く6),極 めて小さいので代謝速度 も遅 く,変 異を起こさ

ない最小生存単位として増殖 し、ている5)。CWDFは,

正常な菌の増殖に不適当な環境における生命維持の手段

であると考えられる。結核菌のCWDFは,結 核菌の,

まだ明らかにされていないもう一つの生存様式であり,

これを解明することは,乾 酪巣内の結核菌の生態を明ら

かにするために不可欠であると考えられる。

1.　 L相 の定義5)7)

CWDF生 存様式に,種 々の名称が用いられてきてお

り"こ れがCWDFの 討 論,研 究に混乱を来す大きな原

因の一つになつている。CWDFに 相 当する表現として,

L相 またはL型,プ ロトプラス ト,ス フェロプラストと

いつた言葉が用いられているが,多 くの論文では,そ の

著者がその言葉を定義してから,記 述をすすめている。

本来,親 株Classical Formは 細胞壁を有 し,分 裂で

増殖する。この菌を,あ る種の発育阻害要因を含む環境

におくと,細 胞壁を失つた状態が生ずる。この要因とな

る物質を誘導剤Inducerと いい,生 じたCWDFは,

通常安定剤Stabilizerで 滲透圧を高めた培地におかない

図1　 抗酸菌のCWDF



1979年2月 65

図2　 L相 を含む抗酸菌の生活環

と,破 裂し,溶 菌する。細胞壁がないため,形 は球形な

いし不整形油滴状であり,大 きさは親株にかかわ りな く,

5～30μ に及ぶ。

その中で,プ ロトプラス ト8)はファージ,酵 素等にょ

り,細 胞壁構成成分が完全に除かれたものであ り,フ ァ

ージレセプタ ーのな くなつたものである
。もとの菌の増

殖時期と関係のないことは,細 胞壁の成分が溶解される

ことによつて生ずることを考え合わせれば明らかである。

リゾチームとEDTA,プ ロテイナーゼ,抗 菌抗体と補

体,フ ァージ等によつて生ず る。 このもの自体に増殖の

概念はない。しかし適当な培地に移すとL相 の増殖を始

めることがある。

一見同じような形態を示すが
,ス フェロプラス トは"

増殖初期の大腸菌を,高 濃度のペニシリンに接触させ,

細胞壁の合成を阻害しながら生育させたときに生じた球

状体に対 してはじめに与えられた名称であつて,液 体培

地中で生ずる。細胞壁の一部が残つていることが予想さ

れるもので,高 滲透圧下で保存すると,小 さい顆粒の放

出のみられることもあるが,そ れが増殖することはない。

固形培地に移植すると,不 整形油滴状 となり,そ れが適

当な培地であれば,L相 の増殖を始めることがある。

L型5)7)はL相 の増殖をしている菌であ り,プ ロトプ

ラス ト,ス フェロプラス トと同じような大型不整形油滴

状ないし球状の細胞 よりなり,集 落をつ くるCWDFで

ある。特徴ある目玉やき状の集落を,菌 種にかかわ りな

くつくつて増殖することで定義され,し かも適当な条件

下で親株にもどることで,も との菌種 と同定される。L

型 は固形の寒天培地に親株の対数増殖期のはじめの菌を

接種 し,最 小発育阻止濃度 よりや や 低 い濃度の抗菌剤

(細胞壁合成阻害剤)と 接触させたときに生ずるもので,

あ る菌種はマグネシウムイオンの特定濃度幅の存在を必

要とすることがある。 プロトプラス ト,ス フェロプラス

トに類似する大型球状体Large bodyが 生ずるがやや小

さく,そ こか ら小さい顆粒が流れ出るのがみられ,寒 天

ゲルを細胞壁の代わ りに保護装置として用いているよう

にみえる。小穎粒はやがて大型球状体とな り"増 殖のサ

イクルが完成 し,徐 々に増殖して集落をつ くる。すなわ

ち,L型 には増殖するとい う概念があ り,生 命維持の基

本単位となる小顆粒の大 きさは,100mμ 以下であり,

無限に増殖するのでL相 発育とも呼ばれる。親にもどら

な くなつたものを,L variant(L変 異株)ま たは安定な

L相9)と い うこともある。

Dienes5)は 細菌のL相 集落を2種 に分け
,3A,3Bと

命 名した。3Bは 比較的高濃度のペニシリンの存在下で

も生 じ,血 清のないときも生 成するし,集 落は比較的大

きく,集 落を構成するLarge bodyの 大 きさはほぼ「様

であるが,継 代できず,親 株に容易に復帰する。3Aは,

最小発育阻止濃度付近のペニシリン化合物等の存在によ

つて生じ,定 型的な目玉やき状の集落をつ くるが
,発 育

はやや遅 く,継 代は可能であるが"親 株にゆつ くりと復

帰する。抗酸菌についても著者は,3A,3Bの 集落をみ

ているが,両 者の差は復帰の速さのみのように思われる
。

形態学的特徴について図2に 示 した。

2.　 抗酸菌のスフェロプラス トおよび

プロ トプラス ト

Millman10)は バ クテリオファージを凍結乾燥によつて

濃縮 し,そ れをH37Rvの 菌液にかけ,桿 菌が次第にふ

くれて棍棒状,次 いで球状とな り,溶 菌するのをみて,

プ ロ トプ ラス トで あ る と述 べ た 。Gandier11)はBgGに
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フ ァー ジ を作 用 させ,ス フ ェ ロ プラ ス ト化 を み た が,抗

酸 性 で あ り,グ ラム陽 性 だ つ た と記 載 して い るの で,不

完 全 な もの で あ つ た と 思 わ れ る。Thacore12)ら は 白 糖

0.34Mを 加 えたTween Albumin培 地 に,リ ゾチ ー ム

とEDTAを 加 え,H37Raの 若 い培 養 を 接種 して ス フ

ェロ プ ラス トの 生 成 を み た。 この もの は,MgSO4に し

て1.1μg/mlの マ グネ シ ウム イ オ ンの あ る とき最 も安 定

で,0.07μg/mlで 不 安 定,1.6μg/mlで 生 成 阻 害 が み

られ た 。 球 状 の ス フ ェ ロ プ ラス トと,そ こか ら流 出 す る

小 顆 粒 が 認 め られ た が 増 殖 は み られ な か つ た。 しか し固

型 培 地 に 接 種 す る と,L相 発 育 を 示 して 集 落 を つ くつ た

とい う13)。組 織培 養 に お い ては ス フ ェ ロ プ ラス ト化 が み

られ た14)。Satoら15)は1966年 に,BCG数 株 を 用 い,1.5

%グ リシ ン,100μg/mlの リ ンチ ー ムに よつ て,約20%

が ス フ ェ ロ プ ラス ト化 し た と 述 べ,基 本 培 地 と し て

Dubos培 地 にSutherland-Wilkinson培 地(自 然培 地

と思 われ る)を 等 量 に加 えた ものが よか つ た と述 べ て い

る。Satoら16)はMycobacterium smegmatis ATCC607

(M.607)を 用 い,同 様 の 手 法 に よ り,ス フ ェ ロ プ ラス ト

生 成 を 観 察 した が,100%に そ れ を得 る こ とは で き なか

つ た 。 この 方 法 で 得 られ た もの は,フ ァー ジ を 吸着 す る

の で,プ ロ トプ ラ ス トとは 異 な る もの で あ ろ う。 藪,高

橋17)は トリ プ トソイ液 体 培 地 の変 法 を 用 い,DL-メ チ オ

ニ ン,リ ゾチ ー ムを 加 え て,M.607の ス フ ェ ロ プ ラス

トを得 て,更 に リ ゾチ ー ム感 性 株 を 選 択 し,こ の培 地 を

用 い て,ほ ぼ 完 全 に ス フ ェ ロプ ラ ス ト化 させ,こ れ が 代

謝 して い る こ とを 証 明 した 。 またD-ス レオ ニ ンに よ り

ス フ ェ ロ プ ラス ト化 した も のは,安 定 剤 と して,滲 透 圧

を 高 め る白糖 を要 求 しなか つ た18)。 いず れ の場 合 も,増

殖 は 桿菌 を 介 して 行 な われ る 以外 に は認 め ら れ て い な

い。

3.　 L相 発育の条件

L1の 発見以後,特 にPierce19)が ペ ニシリン処理でL

相発育を得る方法を得て以来,多 くの菌種についてL型

集落が観察されてきた。むしろこの過程で,L型 集落の

発生する条件,性 状が,次 第に明らかにされてきたとも

いえる。 これ らの記載にみられるL型 集落の特徴20)は,

抗酸菌についても当てはまる。

菌種にかかわ りなく,グ ラム陰性多形態性で,滲 透圧

の高い,馬 血清 または牛血清アルブ ミソ,時 に血液を含

む寒天培地に接種するとき,主 として5～30μ 径 の大き

な球状体よりなる集落をつ くる。集落は寒天の表面下に

発育し,そ の中心はやや褐色をおび,次 第に大きくなり,

0.1mm内 外にも達する。親の菌株 よりも,よ り嫌気的

な条件で発育するが,親 と異な り,endlessに 発育を続

け,集 落周辺にフレヤーを形成し,レ ース状にみえるこ

とがあるが,肉 眼的には集落中心が,親 株集落よりも不

Table. TSA-L Agar Medium

透明である。集落の大きさは小さく,通 常弱拡大の顕微

鏡によらなければ確認できない。L相 の菌は細胞壁がな

いため,寒 天ゲルを細胞壁のようにしており,機 械的な

刺激,例 えば白金耳でふれ るとか,培 地をね じることで

もこわれる。発育のための条件は,親 株 よりもやや複雑

である。まずL型 集落生成の条件について,述 べること

にする。

〔培地〕

一般に,寒 天培地を分離に用いる。適当な培地をつ く

ることが必須であ り,著 者ら21)は表にかかげた トリプ ト

ソイ培地の変法が,最 も適当であると考えている。この

培地に,分 離後間もない肺炎球菌を接種 し,10単 位のペ

ニシ リンディスクをおくと,発 育阻止帯付近にL型 集落

が生ずることが規格である。

その他,ブ レインハー トインフュジョン寒天に,食 塩

5%,馬 血清10%を 加えたもの,Medil and O'Kane培

地22),キ ル ヒナー寒天23)に庶糖0.35M～0.5Mを 加 え,

寒天培地としたものなどが用いられているが,定 型的な

集落の発表されているものは殆んどない。また培地によ

つて,発 育に著 しい差がみられる。

〔Inducer〕

多 くの菌種は,多 かれ少なかれペニシリン化合物に対
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して感 受 性 を 示 す ので,1～100MIC(最 小 発 育阻 止濃 度

の1～100倍)ま た は それ よ りも少 し低 い濃 度 に培 地 に加

え てinducerと す る こ とが 多 い 。 肺 炎 球菌24)の あ る株

は,0.016単 位/mlで 親 の 発 育 の み,0.018単 位 でL型,

0.02単 位/mlで 何 も発 育 しな か つ た と い う。 結 核 菌 の

場 合 は,菌 体 内 に β-ラ ク タ マ ー ゼを もつ て い る の で25),

ペ ニ シ リナ ーゼ 阻 害 剤 を ペ ニシ リンG等 と併 用 す る必 要

が あ る。 抗 結 核 剤 の中 で は,サ イ ク ロセ リンがinducer

と して 適 当 で あ り,100～200μg/ml程 度 に 加 え る と よ

い とい わ れ て い る。

リ ゾチ ー ム12)16)もinducerと して用 い うるが,H37Ra

お よび 弱毒 病 原菌 株 の場 合 に有 用 で あ る。 著 者 らはDL-

メ チオ ニ ン21)が,補 助 的 なinducerと して有 用 で あ る こ

とを 認 め て い る。

〔培養〕

L型 を得 ようとする場合,一 般に,分 離後数代までの

菌株の,対 数増殖期のはじめの菌を用いることがすすめ

られる7)。 多 くの菌種で2～4時 間培養が適当であるが,

抗酸菌はM.607な どのrapid growerに ついても,人

型菌についても,48時 間培養21)が最 も適当であつた。ス

フエロプラス トを得ようとする場合は,M.607に つ い

て,2～4時 間培養が用いられている場合もあるが26),

この場合も,高 収率に得 ようとする場合は,48時 間培養

が至適である17)。培養時期は重要で,こ の時期以外のも

のを用いて定型的なL型 集落が発表されているものはな

いようである。

5日 培養にな ると,BCG等 でスフェロプラス トは生

ずるが,L相 発育はみられな くなる15)といい,14日 以後

の培養からは,嫌 気的条件で顆粒の集団のような発育が

みられている22)のみで,定 型的でな くなる。しかも親へ

の復帰は速やかであ り,真 のL相 かどうかは疑問であ り,

著者はL型 様発育21)28)といつている。

このように,接 種菌の培養時期は,最 も重要な因子と

なるようである。この時期の結核菌は,チ ール ・ネルゼ

ン法で青染し,Kinyoun法 で淡赤色でやや大きい桿菌と

して認められ,5日 以後には抗酸菌が増 し,Kinyoun法

では通常の抗酸菌のみとなる。

4.　 五相発育の所見

Mattmanら22)は 培地表面ないし表面直下に顆粒集団

ないしスフェロプラス ト状の細胞の出現をみ,し かも2

～3日 の培養でみられたとしているが,定 型的な集落を

得ていないようである。Ratmum23)は キルヒナー培地に

庶糖,サ イクロセリンを 加 え,硫 酸マグネシウム1.1

mg/mlと した寒天培地で集落を得たというが,詳 細な

報告 も写真 も発表 していない。筆者は,前 記した表の培

地を用いて実験を行なつているので,そ の結果に基づい

て記載することにする。

i)　抗酸菌のL相 への移行

リゾチーム,ペ ニシ リン化合物 をinducerと して,

表 の培地にMycobacterium607を 接種 す る とLarge

bodyの 生成がみられ,そ れが増殖して集落をつ くる。

得 られたB集 落をinducerの ない培地に うつ す と,親

株に復帰する。この過程を微速度シネで観察すると,桿

菌の一端か らあるとき急速に球状体とな り,復 帰のとき

には3BのLarge bodyか ら,抗 酸菌の集団が出現す

る27)。人型菌黒野株を用いた実験で,L型 集落の生成を

観察すると,他 の多 くの菌種の場合と同様のパターンで

発育するのがみられ,抗 酸菌のL型 も,他 の菌 とそれほ

どの差はなかつた。

人 型 菌 黒 野 株,M. avium Flamingo株,M. 607を,

Tweenア ル ブ ミン液 体培 地 に 接種 し,48時 間培 養 を得

て,そ の1滴 をTSA-L培 地(表)平 板 に ひ ろ げ,サ イ

ク ロ セ リン2.5～5mgを 含 む パ ル プデ ィス ク ま た は

MCI-Pc10mgを 含 む パ ル プデ ィス クを お き,37℃2

～8週 間 培 養 す る
。 同 時 に,肺 炎 球菌 分 離株 の2時 間培

養 を,別 の ペ ニ シ リンを含 まな いTSA-L培 地 に接 種 し,

10単 位 の ペ ニシ リンデ ィス クを お き,L型 集 落 の 出現 を

指 標 に,培 地 の チ ェ ックを 行 な う こ とが あ る21)。

接種 した平板は,3～5%炭 酸 ガス気中で培養する。

48時 間ないし7日 後に,抗 酸菌 より10～30μ の大型球形

細胞の生成が認められ,は じめ接種菌量の5%以 下であ

るが,次 第に増加 して,2～4週 後には,桿 菌は少数認

められ るのみとなる。4～6週 後までに,発 育阻止帯は

明らかにな るが,M.607で 小 さく,人 型菌黒野株では

大 きい。L相 集落は,阻 止帯の内側に散在 して認められ

る。

プラスティックの小さいシャーレを用い,嫌 気的条件

で上記の培養を行な うと,人 型菌分離株は,顆 粒集団と

して発育する。これは増殖が認められ る のでL型 様発

育28)としたが,Dienes液 に よつて染色 され,L相3B

に類似のものと考えられる。この発育型は,空 気にさら

すと,3日 以内に大量の結核菌に化成 し,抗 酸菌への復

帰が極めて速やかである。

Mattmanら22)の みたものは,こ れであろう。

生じた集落は,多 くの場合3A型 である。馬血清の代

わ りに牛アルブミン液を用いると,M.607で は3Bの

集落が得 られ,人 型菌では発育がみられないことが多い

(図1)。

ii)　L型 から親株への復帰

3A型 の集落を 有する培地部分をきり出し,そ のまま

小川培地にのせると,S型 集落を経由して,R型 の親株

に復帰するのがみられた。3B型 集落の場合は,上 記の

条件下で急速に,48時 間以内に抗酸菌の出現がみられ,

次第にR型 の親株集落に移行する(図1)。

iii)　各菌株のL型 集落
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写 真1　 M.607の3A型L相 集 落 。

TSA-L培 地4週 培 養,Dienes染 色 後,

DLL40× 対 物,10× 接 眼 で 位 相差 鏡 検

(1,200倍)。

写 真3　 M.aviu7m Flamingo株 の3A型 集 落k。

DLL10× 対 物,10× 接眼 で 位相 差鏡 検 の 所 見で あ

る 。 集落 週 辺 部 の 一 部 に フ レヤ ー を 残 して い る。

他 は 鏡 険 時 に こお れた もの と思 おれ る。

写 真2　 M,607の3B型 集落 。

TSA-L培 地(牛 血 清 ア ル ブ ミン加)4週

培 義,DLL40× 対 物,10× で 位 相 差 鏡 検。

写 真4　 人型 菌 黒野 株 のLarge body。

黒 野 株48時 間培 養 をTSA-L培 地 に 接 種 後5日 目 の

培 養 をDienes液 で 染 め,DLL100x油 浸 を 用 い て

位 相 差 鏡 険 を 行 な つ た所 見 で あ る。

中 央近 くのLarge bodyが ,左 下方 に突 出 して い る

の は,小 類 粒 の 流 出 の 像 で あ る。

写 真5　 内型 菌 黒 野 株 の3A型 集 落 。

TSA-L培 地4週 培 養 の集 落 を,Dienes液 で 染 め,

DLL10×,接 眼10× で 観 察 した もの て あ る。 周 辺

に分 枝 す る よ うに,娘 集 落 が 生 じM.607,M.avium

 Flamingo株 とは異 な つ た集 落 形 を示 して い る。
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写 真6　 内型 菌 黒 野株 の3A型 集落 。

写 真5の 集落 周辺 を,DLL100× 油 浸,接 眼10× て

観 察 した もの で あ る。 左 下が 集 落 の中 心 部 に 近 く,

培 地 表 面近 くのLarge bodyよ りな る フ レヤ ー の部

分 で あ り,大 小不 同,不 整形 の 細胞 か ら なつ てい る.

写真8　 人型菌黒野株の3A集 落。

集落の超薄切片をウラン,鉛 で染めて宣子顕微鏡で

みたものである。大小さまざまな,ほ ぼ均等な密度

をもつた顆粒の集合である。(JEM-100Bで 撮影)

M.607の 集 落 は,3A型 の と き肺 炎球 菌 の それ に よ く

似 て お り,フ レ ヤー が短 く,3B型 集 落 は,必 ず し も円

型 で な い(写 真1,2)1,そ れ に 対 してM.aviumの 集落

は,比 較 的 こわれ や す い フ レ ヤー を 有 し,inducerと し

て サ イ ク ロセ リンを必 要 と した。 人 型 菌 で は,娘 集 落 が

3A型 集 落 周 辺 に生 ず る のが み られ た(写 真5)。3A型 の

人 型菌L型 集落 か らの復 帰 は,S型 集落 を経 由す る。 す

な わ ちin vitro)で の復 帰 は 簡 単 で な い 。 それ に対L,

M.607の3Bか らの 復 帰 は 速 や か で,親 株 に 容 易 に も

どる。 電 顕 的 に,両 者 の集 落 を観 察 す る と,3A型 は 完

全 な 球 型 で あ り,大 小 さ ま ざ まな球 状 体 の集 合 で あ つ

た。 そ れ に 対 してM.607の3B型 集 落 は,細 胞 壁 の な

い菌 体 の集 合 で あ る。 す なわ ち3B型 集 落 か らの 復 帰 が

写真7　 内型菌黒野株のL相 集落

TSA-L培 地に接種後,嫌 気的に培養L,約4週 後

の発育であ り,培 地表面にピン トを合わせたとぎの

所見である.DLL10×,接 限10× で観察。大小さ

まざまな球状休よりな り,3B集 落 に近い.集 落の

形は不整形である.

写真9　 M.607の3B型 集落。

集落の超薄切片をウラン,鉛 て染めて電子顕微鏡て

観察Lた ものである.密 度は一様でな く,抗 酸菌の

内部構造が,種 々の程度に認められる。(JEM-100B

で撮影)

速やかなのは,内 部の構造が,か な り親の菌に似ている

ためであ り,3A型 集落 て は,親 の菌 と類似の部分が全

くない 二とによるものてあろう,,顆粒型は,む しろ大型

球状体の小さい3B型 に近 く,菌 は多形態性を示 し,桿

菌のLarge bodyへ の移行像もみられるが,菌 体内部構

造がかなり残つているのがみられる。これが,顆 粒型か

ら抗酸菌が容易に生ずる原因であろう,3A型 および 顆

粒型をみると,小 さい顆粒すなわち最小単位1よ100mμ

以下であり,細 菌濾過器を通過する大きさである。適当

な条件 下では,濾 過型 も存在 しうることが推定される。

5.　 抗酸菌のL相 発育の生物学的意義

抗酸菌のL相 は,他 の菌種のL相 に よく似ており,そ
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の生存単位はウイルスのように小さく,増 殖する。また

親株にもどつたとき,抗 酸菌として特徴のある形態を示

し,菌 力も示すであろうが,L相 の特性として,L相 の

時期に抗菌剤に対する耐性の変動はみられない。い うな

らば,あ る種の不適当な環境において生存するための最

小単位であろう。このとき,い わゆる抗結核剤,抗 体の

作用 もうけにくく,病 原性も示すことはないが,代 謝し,

その代謝産物によつて,生 体(宿 主)に 影響を与えるの

みであろう。
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